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─ 生き証人 ─ ─ 次代を紡ぐ ─

× 小久江 寛創設期から、
ともに歩んできた人。

法人の歩みを見つめ、
次の時間を担う一人。

奥村 譲
おくむら ゆずる こくえ ひろし

最後にメッセージを
奥村
特別なことはしなくていい。

まずは目の前の人と、ちゃんと向き合う
こと。
それだけで、世界は少し変わると思ってるよ。

小久江
3年後には50周年を迎えるけども、

「自分らしくていい」と、心から思える場

所であることが事業団としてやるべきことだ

と思う。

障害のある人たちに気持ちとしても、事業所と

しても寄り添っていきたいね。

奥村
事業としての安定も必要だけど、同時に誰
でもふらっと立ち寄れる、この場所らし
さを失ってほしくないね。
新垣さん(沖縄北部自立生活支援センター
希輝々代表)が来所したとき、気さくに声
をかけて回ってるのを見て、これだ！って
思ったんだよ。

小久江
その気軽さは大事にしていきたいよね。
ただの事業所ではなくて、自立生活セン
ターという開かれた場所であるとい
うこと。そう在れるように頑張っていき
たい。

小久江からみた奥村譲とは？

これからの事業団に
大切にしてほしいこととは？

小久江
障害があるとか、周りと違うとか関係なく、
知識で判断する前に向き合う。
人として付き合えるか付き合い
づらいか、その感覚で関わる。
それができるのが奥村さん！
だから、みんな気軽に声を掛けられるんだ
よね。

あの頃は
「分けない」関係が
当たり前だったんだ。

昔は「障害がある人」「ない人」と
いう区切りを、意識してなかった。
ただ、Aさん、Bさんとして一緒に過ごし
ていただけ。

事業が大きくなると、役割や立場で整理
する必要も出てくる。でも、便利な分け方
に頼りすぎると、大切なものが見えなく
なる。その危うさを今、感じてるかな。

長い時間を振り返って、
今、感じていることはなんですか？

奥村
この法人がやってきたことに、ようやく時代
が追いついたってことかな。
今はどこも利用者主体というけれど、ここ
がずっと大切にしてきたのは、障害当事者が
決定の中心にいること。
そこが失われてしまったら、他に埋もれちゃ
う。それに、

印象に残っている出来事は
ありますか？

奥村
1993年の、市役所への座り込みは印象深
いね。
登録ヘルパー制度を求めて、年末に寝袋
を持って集まった。
年を越すつもりで市役所にいた。
当時、介護は善意やボランティアに頼るも
のという空気が強かった。でもこの行動
をきっかけに、
「お願いする側」から、「使っていいも
の」へ、はっきり変わった。
とても大事な瞬間だったと思う。

「人と人として、同じ時間を生きてきた。」
今年3月に奥村譲が退職します。
この事業団のはじまりから現在に至る、40年以上を見届けてきた生き証人奥村と、
これからを担う理事長小久江が語る、これまでとこれから。

当時の様子はいかがでしたか？

奥村
当時のひまわり寮は、一言でいうともの
すごいエネルギーがあったね。
社会への違和感や怒りをそのまま力に変
えて生きていた。

水滸伝の梁山泊みたいだな、と。
大学の講義より、ここで起きていることの
ほうが圧倒的に面白かった。

すいきょでん りょうざんぱく

写真：奥村、若かりし頃の介助現場にて
 創設者渡辺正直と。

─インタビュアー N.A



 二日目の分科会では「国際交流」に初めて参加し
ました。 

韓国と台湾から当事者と支援者が参加しており、
皆さんと交流ができました。 

それぞれの民俗文化、歴史を感じました。なかな
か国際交流できる機会がないので、たくさんの方に
出会えて貴重な交流でした。 

最後に、私のピープルファーストへの思いを書き
ます。30年という節目を振り返り、様々な場面が
ありました。 

全体会等では、各地で起こる事件が取り上げられ
ました。(津久井やまゆり園事件だけではなく、
遠藤牧場事件も)

参加されている当事者、支援者の方々も年々変化
し、世代交代になってきました。 

このご時世の中で、今後変化していくだろうと思
いました。この変化がどう進化されていくのか、
たくさんの期待と希望を込めて。ピープルファース
トが大好きだから、とても気になります！ 

静岡県からもっとたくさんの人が参加
できますように･･･。

文：それいゆ支援員 下川禎枝

今回、下川さんの支援者という立場で、初めてピー
プルファースト大会に参加させていただきました。
当事者の方々、また支援者の方々が全国から一堂に
会する大会とあって、とても熱気がありました。 

支援者ながら私も身体障害の当事者であります
が、知的障害の当事者の皆さんがこの大会を毎年と
ても楽しみにしていて深い思い入れのある大切なも
のであるということを、下川さんを見ていても感じ
る事ができました。 

障害種別は違いますが、社会で起きている
問題を自分事として捉え、共に考え意見
を出し合い、同じ時間を共有すること
は素晴らしいと思います。

会場のキャパシティもありますが、もっともっと
たくさんの当事者の方々が（特に静岡）参加され、
共に学び合えたらと思います。

文：ピアサポート 石川さやか

今回の横浜大会では、神奈川県知事（元フジテレビキャスターの黒岩祐治氏）からまずはじめに基調講
演がありました。

「津久井やまゆり園事件」について分かりやすく講演してくださったので、とてもよかったです。地元
の人たちと当時のこと、現在のことを話してくださいました。 

施設の職員の犯行で、多くの仲間の尊い命が奪われました。全国ニュースで見た時は、なぜ？と感じま
した。現実にこのような事が起こるんだ、ごくあたり前の日常生活の中で驚きました。

当時、職場でのスタッフ朝礼をやっている中で、この事件のことが話題になりました。数名のスタッフ
が感想を言ってくれました。 

今現在は、環境もやまゆり園も新しくなって、当時の通所者は新しい場所に移動してスタートしていま
す。スタッフのサポートもあり、明るい笑顔が戻って本当に良かったと思いました。 

年に一回開催されるこの大会は、私にとってとても大切なもの
であり、久しぶりに会える仲間との時間やその中から得る安心
感、存在感。会場で「下川さーん！」と声をかけられると、
認められていると感じてとても嬉しいです。

ピープルファースト大会は、知的障害をもった当事者の
「わたしたちは『しょうがいしゃ』であるまえに 
にんげんだ」
この言葉がきっかけになり、1991年カナダからアメリカ、
そして1994年に日本へと広まりました。 

ピープルファースト大会

in 神奈川

ピープルファースト大会の実行委員として、
今回記念すべき第30回の横浜大会に参加してきました。
日本全国と韓国、台湾から1157人の方々がみなとみらいに集まりました。
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1月4日まで県立美術館で、ジブリ展をやっていて、11月22日がたまたまリハビ
リが休みでタクシーで行ってみた。そりゃ思い付きだから、ちょうど連休の初日
など考えもせず、案の定連休というだけでも混むのに、世の中、ブラックフライ
ディの只中、マークイズ辺りの南幹線で渋滞にドハマりしょ。でもって、改めて
12月17日に再度行った。

ジブリ作品を見るたびに思うのは、となりのトトロをはじめとして、どの作品の、どのキャ
ラクターもほのかに懐かしい気持ちになる。もちろんストーリーあってのことだが。トトロの
舞台の田舎風景はいつかどこかで見た感がある。千と千尋の神隠しも崖の上のポニョなどもそ
うなんですね、世代を超えて好まれるのも、そんな宮崎駿の世界観によることもありそうだ。
でもって、トトロの森のようなどんぐりが沢山ある森や里山が残ってたら、昨今話題のクマだ
って静かな環境で冬眠できるのにね。と、ジブリ展を見て思った。

セブンにおでんの四角い馴染みの鍋が出るのを待っていたら，今年からはあの形態で販売
は、しないそうです。がっかりだな、レトルトのなんておでんじゃないよなぁ。やはり鍋から
お玉で好きな具材を好きなだけ選べるのがよかったんですけどね。

美形のメル友からも《私、毎年冬になると大きなお鍋におでんをいっぱい作るんですよ。子
供たちが小さい頃からの習慣でずっとです。時々ご飯のおかずになりますけど、それより子供
たちや、誰かの小腹が空いた時のおやつ的な感じ？非常食的な感じ？です。今年も作りました
よ。何と、具も汁も減ると春まで継ぎ足しながら食べます。》と、書いてありました。
だよな、昔は、ぼくの母さんも鍋いっぱいのおでんを、隣のおばさんと二人で二家族分、作っ
てましたよ、懐かしいですよ。やはり、コスパ抜群にいいですし…。大根に玉子、ジャガイモ
もほくほくとおいしいですね。

高市政権になり4カ月、積極財政で支持率稼いでいるけれど、議員定数削減はできないまま
だ。議員が自分の進退にかかわる法案に手を付けると思う？比例区を減らすと少数意見が危う
くなり、難しいけど、いつかはやらなきゃだよ。

クリスマス。ジョン・レノンのハッピークリスマスは今年も街中に流れてるかな？ベトナム
戦争が泥沼化してた年に書かれた曲で副題には〝war is over〟となっている、ジョンの平和への
願いが伝わってくる曲だと思う。今年も世界中で流れたらいいな。

大晦日は毎年、緑のタヌキを年越しそばに、ベートーベンの第九歓喜の歌を聴くのが恒例に
している。歓喜の歌はシラーの詩が始まり合唱になると平和について幸せについて思う、そし
て新年が来る。こんにちは26年、平和な年になってね。
沢山嬉しい人間関係があった25年にさようなら。ありがとう。


